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一般社団法人 資 産 運用 業 協 会  

会 長 菱田 賀夫 殿 

 

りそなアセットマネジメント株式会社 

代表取締役 西山 明宏   ㊞ 

 

 

正会員の財務状況等に関する届出書 
 

当社の財務状況等に係る会計監査が終了いたしましたので、貴協会の定款の施行に関する

規則第 10条第１項第 17号イの規定に基づき、下記のとおり報告いたします。 

 

１【委託会社等の概況】 

 

（１）資本金の額 

2026年５月末現在 

資本金の額      1,000,000,000円 

発行可能株式総数    3,960,000株 

発行済株式総数      3,960,000株 

 

●過去５年間における主な資本金の増減 

該当事項はありません。 

 

（２）委託会社の機構 （2026年５月末現在） 

① 会社の意思決定機構 

業務執行上重要な事項は取締役会の決議をもって決定します。  

取締役会は、その決議によって代表取締役を選定します。取締役会は、業務執行を分担して行う

責任者を執行役員として選任することができます。また、取締役会は、取締役および執行役員の

職務執行を監督します。 

取締役会は、法令に別段の定めがある場合を除き、取締役社長がこれを招集し、議長となります。

取締役社長に事故または欠員があるときは、取締役会においてあらかじめ定めた順序に従い、他

の取締役が取締役会を招集し、議長となります。  

取締役会の決議は、議決に加わることができる取締役の過半数が出席し、出席した取締役の過半

数をもって行います。 

取締役は株主総会において選任されます。取締役（監査等委員である取締役を除く。）の任期は、

選任後1年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までです。 

監査等委員である取締役の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までです。 

経営会議は、経営に関する全般的重要事項および重要な業務執行案件を協議します。 

監査等委員会は、代表取締役その他の業務執行取締役の職務の執行を監査する独立の機関である

とともに、監査等委員である取締役以外の業務執行取締役の選任・解任・辞任および報酬等につ

いて監査等委員会としての意見を決定します。 

 



② 投資運用の意思決定機構 

1.ファンドの設定・償還等に関わる重要事項は、社長が委員長を務める運用委員会において協

議を行います。 

2.ファンドの運用（運用計画の策定、売買執行）は運用関連部門の各部が担当し、あらかじめ

定められた運用ガイドラインに基づき、投資制限等を遵守して運用を行います。 

3.運用結果（パフォーマンスやリスク等）は各部で自己評価を行うとともに、管理部門である

リスク管理部がモニタリングや評価を行います。 

4.社長が委員長を務める運用評価委員会において、運用品質の評価や運用リスク管理状況の確

認を行います。 

5.ファンドの商品性や運用品質は、社外取締役のみで構成されたファンドガバナンス会議にお

いて検証を受けます。



２【事業の内容及び営業の概況】 

 

当社は、「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社として、証券投資信託の設定

を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）を行って

います。また、「金融商品取引法」に定める投資助言・代理業および第二種金融商品取引業を行っていま

す。 

2026年５月末日現在、委託会社が運用する証券投資信託は以下の通りです（ただし、親投資信託を除き

ます。）。 
 

ファンドの種類 本数 純資産総額（百万円） 

追加型株式投資信託 214 2,701,064 

単位型株式投資信託 9 52,601 

単位型公社債投資信託 16 40,666 

合計 239 2,794,332 



 

 

３【委託会社等の経理状況】 

（１）委託会社であるりそなアセットマネジメント株式会社（以下、「当社」という。）の財務諸表

は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和 38年大蔵省令第 59 号）並び

に同規則第２条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成 19年内閣府令第

52 号）により作成しております。 

（２）財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。 

（３）当社は、金融商品取引法第 193 条の２第１項の規定に基づき、第 11期事業年度（自 2025 年４

月１日 至 2026 年３月 31 日）の財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより監査を受

けております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 (1)【貸借対照表】 

（単位：千円） 

 
  

前事業年度 当事業年度 

（2025 年３月 31 日） （2026 年３月 31 日） 

資産の部       

流動資産       

  預金     13,463,687 9,134,314 

    有価証券   2,132 3,000,942 

  前払費用   412,495 472,240 

  前払金   － 1,502,000 

  未収入金   90,806 266 

  未収委託者報酬   1,429,034 1,796,940 

  未収運用受託報酬   3,357,276 3,610,545 

  未収投資助言報酬   535,632 566,241 

  流動資産計     19,291,065 20,083,490 

固定資産       

  有形固定資産     

   建物  ※１   9,385 11,861 

   器具備品 ※１  25,258 108,766 

   有形固定資産計     34,643 120,628 

  無形固定資産       

  ソフトウェア     5,764 280,578 

  ソフトウェア仮勘定   225,335 － 

  無形固定資産計   231,100 280,578 

投資その他の資産     

投資有価証券   1,357,816 2,947,849 

長期前払費用   － 49,571 

繰延税金資産   164,041 82,812 

投資その他の資産計   1,521,857 3,080,233 

固定資産計   1,787,601 3,481,440 

資産合計   21,078,667 23,564,931 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（単位：千円） 

 
  

前事業年度 当事業年度 

（2025年３月31日） （2026年３月31日） 

負債の部       

流動負債       

未払金 
 

    

  未払手数料   458,232 614,558 

  その他未払金   468,441 635,868 

  未払費用     125,601 135,560 

  未払法人税等     1,000,699 931,798 

  未払消費税等   205,912 177,441 

  預り金   3,842 4,526 

  賞与引当金   314,808 362,989 

  流動負債計     2,577,537 2,862,743 

負債合計     2,577,537 2,862,743 

純資産の部       

株主資本       

 資本金     1,000,000 1,000,000 

  資本剰余金       

   資本準備金             490,000 490,000 

資本剰余金計   490,000 490,000 

  利益剰余金       

   その他利益剰余金       

    繰越利益剰余金                 16,994,977 18,931,599 

   利益剰余金計   16,994,977 18,931,599 

  株主資本計   18,484,977 20,421,599 

  評価・換算差額等     

   その他有価証券評価差額金   16,152 280,587 

   評価・換算差額等計   16,152 280,587 

 純資産合計   18,501,129 20,702,187 

負債・純資産合計   21,078,667 23,564,931 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（2)【損益計算書】 

（単位：千円） 

 
  

前事業年度 当事業年度 

（自 2024年４月１日 （自 2025年４月１日 

至 2025年３月31日） 至 2026年３月31日） 

営業収益       

委託者報酬   6,664,589 8,111,943 

運用受託報酬   6,119,518 6,308,331 

投資助言報酬   
 

1,032,904 1,068,525 

営業収益計     13,817,012 15,488,800 

営業費用       

支払手数料    2,041,637 2,605,137 

広告宣伝費   175,934 287,383 

調査費     

調査費   2,419,886 2,941,914 

 委託調査費   119,565 125,019 

委託計算費   167,552 183,121 

事務委託費   42,057 47,355 

営業雑経費     

 印刷費   145,756 160,827 

 協会費   15,214 15,722 

 諸会費   － 16,606 

販売促進費    9,360 7,787 

その他   108,293 106,673 

営業費用計   5,245,260 6,497,550 

一般管理費      

給料     

役員報酬   153,108 176,634 

給料・手当   1,550,266 1,638,013 

賞与   240,360 230,458 

賞与引当金繰入額   314,808 362,989 

 旅費交通費   55,491 53,397 

 租税公課    106,058 107,384 

 不動産賃借料   152,256 156,210 

 固定資産減価償却費    16,396 55,055 

 諸経費 
  

427,562 811,103 

一般管理費計     3,016,309 3,591,248 

営業利益     5,555,441 5,400,001 

営業外収益       



 

 

受取利息   12,185 12,371 

    受取配当金   258 16,758 

  投資有価証券売却益   2,798 59,804 

  為替差益   1,831 73,893 

   雑収入 
  

4,861 8,495 

  営業外収益計     21,934 171,323 

営業外費用       

    投資有価証券売却損   16,443 3,835 

  雑損失   748 105 

  営業外費用計     17,192 3,940 

経常利益     5,560,184 5,567,385 

特別損失     

 固定資産除却損   － 0 

 特別損失計   － 0 

税引前当期純利益     5,560,184 5,567,385 

法人税、住民税及び事業税    1,732,891 1,744,456 

法人税等調整額   △26,261 △40,432 

法人税等計   1,706,629 1,704,024 

当期純利益     3,853,554 3,863,360 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(3)【株主資本等変動計算書】 

前事業年度（自 2024年４月１日  至 2025年３月31日） 

（単位：千円） 

 

 

 

  

  

  

  

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 4,254 4,254 16,401,876 

当期変動額    

剰余金の配当   △1,766,199 

当期純利益   3,853,554 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
11,898 11,898 11,898 

当期変動額合計 11,898 11,898 2,099,252 

当期末残高 16,152 16,152 18,501,129 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合計 
資本準備金 

  

  

資本剰余金 

合計 

  

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計 

  
繰越利益 

剰余金 

当期首残高 
1,000,000 490,000   490,000   14,907,622 14,907,622 16,397,622   

当期変動額       

剰余金の配当    △1,766,199 △1,766,199 △1,766,199 

当期純利益    3,853,554 3,853,554 3,853,554 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
      

当期変動額合計 － － － 2,087,354 2,087,354 2,087,354 

当期末残高 
1,000,000 490,000 490,000 16,994,977 16,994,977 18,484,977 



 

 

当事業年度（自 2025年４月１日  至 2026年３月31日） 

（単位：千円） 

  

  

  

  

  

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合計 
資本準備金 

  

  

資本剰余金 

合計 

  

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計 

  
繰越利益 

剰余金 

当期首残高 
1,000,000 490,000   490,000   16,994,977 16,994,977 18,484,977   

当期変動額       

剰余金の配当 
   △1,926,738 △1,926,738 △1,926,738 

当期純利益    3,863,360 3,863,360 3,863,360 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
      

当期変動額合計 － － － 1,936,622 1,936,622 1,936,622 

当期末残高 
1,000,000 490,000 490,000 18,931,599 18,931,599 20,421,599 

 

  

  

  

  

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 16,152 16,152 18,501,129 

当期変動額    

剰余金の配当   △1,926,738 

当期純利益   3,863,360 

株主資本以外の項目 

の当期変動額(純額) 
264,435 264,435 264,435 

当期変動額合計 264,435 264,435 2,201,057 

当期末残高 280,587 280,587 20,702,187 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（重要な会計方針） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

 その他有価証券 

  市場価格のない株式等以外のもの 

  時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用し

ております。 

 

２．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

   2016 年４月１日以降に取得した建物附属設備につきましては、定額法を採用しております。 

その他の有形固定資産につきましては、定率法を採用しております。 

   なお、主な耐用年数は次のとおりであります。      

   建物   ５～15 年 

   器具備品 ３～20 年 

 

 （２）無形固定資産 

   定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）を採用しております。 

 

３. 引当金の計上基準 

賞与引当金 

   従業員への業績インセンティブ給与の支払いに備えるため、従業員に対する業績インセンティブ給

与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。 

 

４．収益および費用の計上基準 

  当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義

務 を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。 

 ①投資運用業（投資信託委託業） 

投資信託約款に基づき、信託財産の運用指図等を行っております。 

  当該業務より発生する委託者報酬は、信託期間にわたり収益として認識しております。 

 

 ②投資運用業（投資一任業） 

  投資一任契約に基づき、運用指図等を行っております。 

  当該業務より発生する運用受託報酬は、契約期間にわたり収益として認識しております。 

 

 ③投資助言・代理業 

  投資助言契約に基づき、運用に関する投資判断の助言等を行っております。 

  当該業務より発生する投資助言報酬は、契約期間にわたり収益として認識しております。 

 



 

 

５．外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

  外貨建金銭債権債務は、本会計期間末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として 

処理しております。 

 

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

（１）グループ通算制度の適用 

 当社は、株式会社りそなホールディングスを通算親法人とするグループ企業内の通算子法人として、

グループ通算制度を適用しております。 

 

注記事項 

（未適用の会計基準等） 

 「リースに関する会計基準」（企業会計基準第 34 号 2024 年９月 13 日 企業会計基準委員会） 

 「リースに関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 33 号 2024 年９月 13 日企業会計基準委

員会）等  

(1) 概要  

国際的な会計基準と同様に、借手のすべてのリースについて資産・負債を計上する等の取扱いを定める

もの。  

(2) 適用予定日  

2028 年３月期の期首から適用予定であります。 

(3)当該会計基準等の適用による影響  

財務諸表に与える影響額については、現時点で評価中であります。 

 

（追加情報） 

当社は、2026 年１月 26 日開催の取締役会において、2026 年７月 1 日付で当社独自の人事制度を構築し、

株式会社りそな銀行から出向している当社従業員のうち、希望する者は同日付で当社に転籍を実施する方

針を決議いたしました。これに伴い、当社に転籍した従業員に係る退職一時金制度を当社へ移管する予定

です。  

本移管により、当該従業員に係る退職給付債務は、株式会社りそな銀行より当社に引き継がれることと

なりますが、その財務諸表に与える影響額については現在算定中であります。  

 

 

（貸借対照表関係） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

      
前事業年度 

（2025 年３月 31 日） 

当事業年度 

（2026 年３月 31 日） 

建物 5,537 千円 7,089 千円 

器具備品 65,499 千円 101,103 千円 

 

 



 

 

 

（株主資本等変動計算書関係） 

前事業年度（自 2024 年４月 1日 至 2025 年３月 31 日） 

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株式の種類 当期首 増加 減少 当期末 

普通株式（株） 3,960,000  －  －  3,960,000 

 

２．配当に関する事項 

（１）前会計年度中の配当金支払額 

   2024 年５月 27 日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。 

① 配当金の総額     1,766,199 千円 

② 1 株当たり配当額       446.01 円 

③ 配当原資                 利益剰余金 

④ 基準日       2024 年３月 31 日 

⑤ 効力発生日     2024 年５月 28 日 

 

（２）基準日が前会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が前会計年度の末日後となるもの。 

  2025 年５月 27 日開催の取締役会に次の議案を提案いたします。   

株式の種類 配当金の総額 

(百万円) 

1 株当たり 

配当額(円) 

配当の原資 基準日 効力発生日 

普通株式 1,926 486.55 利益剰余金 2025年３月31日 2025年５月28日 

 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株式の種類 当期首 増加 減少 当期末 

普通株式（株） 3,960,000 －  －  3,960,000 

 

 

２．配当に関する事項 

（１）当会計年度中の配当金支払額 

   2025 年５月 27 日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。 

⑥ 配当金の総額     1,926,738 千円 

⑦ 1 株当たり配当額       486.55 円 

⑧ 配当原資                 利益剰余金 

⑨ 基準日       2025 年３月 31 日 

⑩ 効力発生日     2025 年５月 28 日 

 

 



 

 

 

（２）基準日が当会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当会計年度の末日後となるもの。 

  2026 年５月 26 日開催の取締役会に次の議案を提案いたします。   

株式の種類 配当金の総額 

(百万円) 

1 株当たり 

配当額(円) 

配当の原資 基準日 効力発生日 

普通株式 1,931 487.79 利益剰余金 2026年３月31日 2026年５月27日 

 

 

（金融商品関係） 

１．金融商品の状況に関する事項 

（１）金融商品に対する取組方針 

 資金運用については、短期的な預金等に限定しております。 

 

 （２）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

当社の営業債権である未収委託者報酬は、投資信託約款に基づき、信託財産から委託者に支払われる

信託報酬の未払金額であります。当該信託財産は、受託者である信託銀行により適切に分別管理され、

信託法により受託者の倒産の影響を受けません。そのため、当該金銭債権に関する信用リスクはありま

せん。 

未収運用受託報酬は、顧客の信用リスクに晒されており、運用受託先毎に期日管理および残高管理

を行うとともに、四半期毎に回収可能性を把握する体制としております。 

未収投資助言報酬は、顧客の信用リスクに晒されており、投資助言先毎に期日管理および残高管理

を行うとともに、四半期毎に回収可能性を把握する体制としております。 

投資有価証券は主にファンドの自己設定に関連する投資信託であり、価格変動リスクに晒されてお

ります。投資有価証券については、管理部門において月次で時価を把握する体制としております。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、預金、未収委

託者報酬、未収運用受託報酬、未収投資助言報酬、未払手数料、その他未払金は短期間で決済されるた

め時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。 

 

前事業年度（自 2024 年４月 1日 至 2025 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

    貸借対照表 時価 差額 

    計上額 

有価証券 2,132 2,132 － 

投資有価証券 1,357,816 1,357,816 － 

資産計 1,359,948 1,359,948 － 

 

 



 

 

（注）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

 １年以内 

（千円） 

１年超 

５年以内 

（千円） 

５年超 

10 年以内 

（千円） 

10 年超 

（千円） 

有価証券及び投資有価証券     

 その他有価証券のうち満期があるもの     

 その他 2,132 463,709 8,988 1,260 

合計 2,132 463,709 8,988 1,260 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

    貸借対照表 時価 差額 

    計上額 

有価証券 3,000,942 3,000,942 － 

投資有価証券 2,947,849 2,947,849 － 

資産計 5,948,791 5,948,791 － 

 

（注）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

 １年以内 

（千円） 

１年超 

５年以内 

（千円） 

５年超 

10 年以内 

（千円） 

10 年超 

（千円） 

預金 9,134,314 － － － 

未収委託者報酬 1,796,940 － － － 

未収運用受託報酬 3,610,545 － － － 

未収投資助言報酬 566,241 － － － 

有価証券及び投資有価証券     

 その他有価証券のうち満期があるもの     

 その他 3,000,942 1,912,711 229,222 6,711 

合計 18,108,982 1,912,711 229,222 6,711 

 

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係

るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ



 

 

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

 

前事業年度（自 2024 年４月１日 至 2025 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

 投資信託 － 2,132 － 2,132 

投資有価証券     

 投資信託 － 1,357,816 － 1,357,816 

資産計 － 1,359,948 － 1,359,948 

 

（１）時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

 投資信託 － 3,000,942 － 3,000,942 

投資有価証券     

 投資信託 － 2,947,849 － 2,947,849 

資産計 － 5,948,791 － 5,948,791 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

有価証券及び投資有価証券 

 投資信託は基準価額を用いて評価しております。基準価額は観察可能なインプットを用いて算出して

いるため、レベル 2の時価に分類しております。 

 

（２）時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債 

預金、未収委託者報酬、未収運用受託報酬、未収投資助言報酬、未払金は、短期間（1 年以内）で決済さ

れるものが大半を占めており、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（有価証券関係） 

１．その他有価証券 

前事業年度（自 2024 年４月１日 至 2025 年３月 31 日） 

      （単位：千円） 

 種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額 

貸借対照表計上額が取得原価

を超えるもの 

(1)株式 

(2)債券 

(3)その他 

－ 

－ 

751,998 

－ 

－ 

704,989 

－ 

－ 

47,008 

小計 751,998 704,989 47,008 

貸借対照表計上額が取得原価

を超えないもの 

(1)株式 

(2)債券 

(3)その他 

－ 

－ 

607,950 

－ 

－ 

631,378 

－ 

－ 

△23,427 

小計 607,950 631,378 △23,427 

合計 1,359,948 1,336,367 23,581 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

      （単位：千円） 

 種類 貸借対照表計上額 取得原価 差額 

貸借対照表計上額が取得原価

を超えるもの 

(1)株式 

(2)債券 

(3)その他 

－ 

－ 

2,343,631 

－ 

－ 

1,912,937 

－ 

－ 

430,693 

小計 2,343,631 1,912,937 430,693 

貸借対照表計上額が取得原価

を超えないもの 

(1)株式 

(2)債券 

(3)その他 

－ 

－ 

3,605,160 

－ 

－ 

3,626,177 

－ 

－ 

△21,016 

小計 3,605,160 3,626,177 △21,016 

合計 5,948,791 5,539,114 409,676 

 

 

２．事業年度中に売却したその他有価証券 

 

前事業年度（自 2024 年４月１日 至 2025 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 

投資信託 1,465,354 2,798 16,443 

合計 1,465,354 2,798 16,443 

 

 



 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

（単位：千円） 

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 

投資信託 772,969 59,804 3,835 

合計 772,969 59,804 3,835 

 

 

（税効果会計関係） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

      
前事業年度 

（2025 年３月 31 日） 

当事業年度 

（2026 年３月 31 日） 

繰延税金資産   

賞与引当金 96,394 千円 114,377 千円 

未払事業所税 1,802 千円 1,938 千円 

未払事業税 49,844 千円 48,435 千円 

未確定債務 784 千円 839 千円 

  減価償却超過額 22,643 千円 46,309 千円 

  その他有価証券評価差額金 7,381 千円 6,622 千円 

 繰延税金資産小計 178,851 千円 218,524 千円 

 評価性引当額 － － 

 繰延税金資産合計 178,851 千円 218,524 千円 

 繰延税金負債   

  その他有価証券評価差額金 14,810 千円 135,711 千円 

 繰延税金負債合計 14,810 千円 135,711 千円 

 繰延税金資産の純額 164,041 千円 82,812 千円 

 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目別の内訳 

  前事業年度（自 2024 年４月１日 至 2025 年３月 31 日） 

   法定実効税率                 30.62％ 

  （調整） 

  交際費等永久に損金に算入されない項目      0.01％ 

    税率変更                    0.01％ 

   住民税均等割                   0.07％ 

   その他                    △0.02％ 

      税効果会計適用後の法人税等の負担率      30.69％ 

 



 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

   法定実効税率                 30.62％ 

  （調整） 

   交際費等永久に損金に算入されない項目      0.02％ 

   税率変更                   △0.10％ 

   住民税均等割                   0.07％ 

   その他                      ―  

      税効果会計適用後の法人税等の負担率      30.61％ 

 

３. 法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果の会計処理 

 当社は、グループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に

関する取扱い」（実務対応報告第 42 号 2021 年８月 12 日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又

はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。 

 

（収益認識関係） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

収益認識に関する注記における開示目的に照らし、定量面・定性面の両面において収益の分解情報

を記載する重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

 

２．収益を理解するための基礎となる情報  

（重要な会計方針）の「４．収益および費用の計上基準」に記載のとおりであります。 

 

３. 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事

業年度末において存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期

に関する情報 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

 

 

（セグメント情報等） 

前事業年度（自 2024 年４月 1日 至 2025 年３月 31 日） 

１．セグメント情報     

当社は、「資産運用業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

     

２．関連情報     

（１）製品及びサービスごとの情報     

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の 90％を超える  

ため、記載を省略しております。 

 

 



 

 

（２）地域ごとの情報     

   ① 営業収益     

本邦の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の 90％を超えるため、記載を省略しております。   

なお、営業収益の地域区分は、契約相手方の所在地（ファンドの場合は組成地）を基礎として分類し

ております。 

   ② 有形固定資産     

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の 90％を超えるため、

記載を省略しております。 

 

 (３) 主要な顧客ごとの情報                                      

                             （単位：千円） 

顧客の名称又は氏名 営業収益額 

株式会社りそな銀行 6,509,510 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

該当事項はありません。 

   

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報  

   該当事項はありません。 

     

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

該当事項はありません。 

 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

１．セグメント情報     

当社は、「資産運用業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

２．関連情報     

（１）製品及びサービスごとの情報     

単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の 90％を超える  

ため、記載を省略しております。 

 

（２）地域ごとの情報     

   ① 営業収益     

本邦の外部顧客への営業収益が損益計算書の営業収益の 90％を超えるため、記載を省略しております。   

なお、営業収益の地域区分は、契約相手方の所在地（ファンドの場合は組成地）を基礎として分類

しております。 

 



 

 

   ② 有形固定資産     

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の 90％を超えるため、

記載を省略しております。 

 

 

  (３) 主要な顧客ごとの情報                                      

                             （単位：千円） 

顧客の名称又は氏名 営業収益額 

株式会社りそな銀行 6,659,145 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

該当事項はありません。 

    

４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報  

   該当事項はありません。 

     

５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

該当事項はありません。 

 

 

（関連当事者情報） 

前事業年度（自 2024 年４月 1日 至 2025 年３月 31 日） 

１．関連当事者との取引 

（１）兄弟会社等 

種類 会社等の名称 所在地 

資本金又は 

出資金 

(百万円) 

事業の 

内容 

議決権等

の所有 

(被所有) 

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

（千円） 

（注４） 

親
会
社
の 

子
会
社 

株式会社 

りそな銀行 

大阪市 

中央区 

279,928 銀行業務

及び信託

業務 
－ 

投資信託の

販売委託 

投資助言 

投資一任 

運用受託報酬

（注１） 

投資助言報酬

（注２） 

5,643,261 

 

866,248 

未収運用 

受託報酬 

未収投資 

助言報酬 

3,103,703 

 

475,542 

支払手数料

（注３） 

1,307,500 未払手数料 285,300 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）投資一任の収益については、一般取引条件を勘案した個別契約に基づき決定しております。 

（注２）投資助言の収益については、一般取引条件を勘案した個別契約に基づき決定しております。 

（注３）投資信託の販売委託については、一般取引条件を基に、協議のうえ決定しております。 

（注４）上記の取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれております。 

 

 

 

 



 

 

２．親会社に関する注記 

親会社情報 

 株式会社りそなホールディングス（東京証券取引所に上場） 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

１．関連当事者との取引 

（１）兄弟会社等 

種類 会社等の名称 所在地 

資本金又は 

出資金 

(百万円) 

事業の 

内容 

議決権等

の所有 

(被所有) 

割合 

関連当事者 

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

（千円） 

（注４） 

親
会
社
の 

子
会
社 

株式会社 

りそな銀行 

大阪市 

中央区 

279,928 銀行業務

及び信託

業務 
－ 

投資信託の

販売委託 

投資助言 

投資一任 

運用受託報酬

（注１） 

投資助言報酬

（注２） 

5,750,170 

 

908,975 

未収運用 

受託報酬 

未収投資 

助言報酬 

3,272,233 

 

522,235 

支払手数料

（注３） 

1,654,458 未払手数料 385,138 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注 1）投資一任の収益については、一般取引条件を勘案した個別契約に基づき決定しております。 

（注２）投資助言の収益については、一般取引条件を勘案した個別契約に基づき決定しております。 

（注３）投資信託の販売委託については、一般取引条件を基に、協議のうえ決定しております。 

（注４）上記の取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費税等が含まれております。 

 

２．親会社に関する注記 

親会社情報 

 株式会社りそなホールディングス（東京証券取引所に上場） 

 

（１株当たり情報） 

 

前事業年度 

（自 2024 年４月 1日 

     至 2025 年３月 31 日） 

当事業年度 

（自 2025 年４月１日 

     至 2026 年３月 31 日） 

１株当たり純資産額 4,672 円 00 銭 5,227 円 83 銭 

１株当たり当期純利益金額又は 

１株当たり当期純損失（△） 

973 円 12 銭 975 円 60 銭 

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

  

前事業年度 

（自 2024 年４月 1日 

     至 2025 年３月 31 日） 

当事業年度 

（自 2025 年４月１日 

     至 2026 年３月 31 日） 

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 3,853,554 3,863,360 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益又は 

当期純損失（△）（千円） 

3,853,554 3,863,360 

普通株式の期中平均株式数（株） 3,960,000 3,960,000 

 

 

（重要な後発事象） 

前事業年度（自 2024 年４月 1日 至 2025 年３月 31 日） 

該当事項はありません。 

 

当事業年度（自 2025 年４月１日 至 2026 年３月 31 日） 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開日    2026年６月30日 

作成基準日  2026年５月20日 

 

本店所在地  東京都江東区木場一丁目５番 65号 

お問い合わせ先   経営企画部 

 

 

 



 

 

独立監査人の監査報告書 
 

2026 年 5 月 20 日 

 

りそなアセットマネジメント株式会社 

取 締 役 会  御 中 

 

有限責任監査法人ト ー マ ツ 

東 京 事 務 所 

指定有限責任社員 
     

業 務 執 行 社 員 
 公認会計士 大 竹  新 

指定有限責任社員 
     

業 務 執 行 社 員 
 公認会計士 藪 原 康 雅 

 

監査意見 

当監査法人は、金融商品取引法第 193 条の 2第 1 項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経

理状況」に掲げられているりそなアセットマネジメント株式会社の 2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日ま

での第 11 期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計

方針及びその他の注記について監査を行った。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、りそなアセットマネジメント株式会社の 2026 年 3 月 31 日現在の財政状態及び同日をもって終了する事

業年度の経営成績を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

監査意見の根拠 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫

理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判

断している。 

 

その他の記載内容 

その他の記載内容は、監査した財務諸表を含む開示書類に含まれる情報のうち、財務諸表及びその監査報

告書以外の情報である。 

当監査法人は、その他の記載内容が存在しないと判断したため、その他の記載内容に対するいかなる作業

も実施していない。 

 

財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す

る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。 



 

 

財務諸表監査における監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対す

る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計す

ると、財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され

る。 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明

の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。 

・ 財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、

リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制

を検討する。 

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積

りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。 

・ 経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査

証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査

報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査

人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・ 財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸

表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について

報告を行う。 

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応

策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合

はその内容について報告を行う。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 

※.上記は、当社が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。 


